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【事業の目的・概要・対象】

【背景】

一般財源 31,328 千円

114,728 千円

83,492 ≫千円
国庫支出金 45,100 千円
県支出金 0 千円

担当課 都市整備部道路課 課長 浦山　弘幸

担当者 中嶋　俊介 問合せ先 0957-53-4111（内線421）

　通学路の安全対策要望が多く、路側帯のカラー化や拡幅を実施している。

　目的：市道の交通安全上危険なか所において、安全施設を整備し、安全で安心な道路交通環境への改善
を図る。また、通学路の緊急合同点検で要対策か所と抽出されたか所については、重点的に整備し児童な
どの安全を確保する。
　
　概要：市道の区画線、防護柵、道路反射鏡及び保安灯の維持、修繕、新設を行う。また通学路である路
側帯の拡幅やカラー舗装も行う。

　対象：市道利用者

施策 1101 交通安全の推進 ≪≫の金額 補正予算要求時…当初・繰越予算の合計額
　　　　　 新年度予算要求時…当初・繰越・補正予算の合計額

事業名 交通安全施設整備事業 現状維持 予算額

事業期間 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

交通安全対策特別交付金等に関する政令 地方債 38,300 千円
その他 千円
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※行政委員から「交通安全施設設置申請書」

が市へ提出されます。 

※市で現場確認等の準備を行い、施設整備

工事を行います。 

施行前 施行後 
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

区画線延長 目標値 ｍ 30,703 33,080 20,000 20,000 20,000

道路反射鏡設置・修繕か所 目標値 か所 44 34 20 20 20

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

要望件数 目標値 件 43 64 100 100 100

目標値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 H28 H29 H30 H31 H32 H33 合計
事業費 147,513 110,024 83,492 114,728 114,728 114,728 685,213

国庫支出金 47,423 42,185 35,483 45,100 45,100 45,100 260,391
県支出金 0 0 0 0 0 0 0
地方債 44,800 23,700 25,000 38,300 38,300 38,300 208,400
その他 0 0 21,711 0 0 0 21,711

一般財源 55,290 44,139 1,298 31,328 31,328 31,328 194,711
人件費 7,550 7,308 7,885 7,885 7,885 7,885 46,397

職員(人) 0.97人 0.92人 1.01人 1.01人 1.01人 1.01人 5.93人
時間外勤務(h) 248h 309h 270h 270h 270h 270h 1637h
嘱託員(人) 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人
フルコスト 155,063 117,332 91,377 122,613 122,613 122,613 731,610

妥当性
(市の関与)

道路管理者として市道の安全で安心な道路交通環境の整備は必要である。

有効性
(施策貢献度)

通学路緊急合同点検を実施し、要対策か所について、重点的に整備しており、児童・生徒等
の安全を確保している。

効率性
(コスト)

学校等からの要望を踏まえ、緊急性の高い箇所を優先的に整備している。

1次評価 道路管理者による対策が必要と判断された箇所について継続して実施する。

2次評価 1次評価のとおり


